
東北大学大学院医学系研

東北大学大学院医学系研究科障害科学専攻は人生の岳ステージで発生する障害を

diseaseの立場ではなく disabilityとしてとらえ、その予防や克服を目指す研究と教育を

園内曜 の専攻として実践し、数多くの卒業生を輩出してきました。

これまでにスポットが十分にあたっていなかった障害科学専攻も設立 17年をす吉た寺、

障害を?ーゲツトに新しいス夕、ノフを迎えました。

障害科学専攻のリニューアル在機会に記意シンポジウムを開催し、

障害科学専攻の新た立方向性を披露します。

市立波発

木村芳孝

富田 i告史
中里信和

明朗議

1微妙
匡学系研究科長
隠密科ヲ専攻長
2 祝認
3シノポジウム
第 1部 隊膏科学専攻新分野の紹介
育系音響E学分野 f音楽音醤医宅堂、事始めj
融合匡工学分野 f小児麻簿の恨絶をめざしてJ
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第2部 鱒書科学専攻の 17年
局次機能障宮学分野 f大脳の疾惣と障宮 脳科学から脳医療へl
阿部障害学分野『内科疾患におりるリハビリテ ンヨムノ由役~J J
R重体不自由学分野 I肢体不自由学教育 研究の現状と展望j
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遡動 学分野 「体力 運動能力と何事曹予防j
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